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目次 

1 面 

 アジア太平洋版ＮＡＴＯを許すな 

日中･日朝友好の旗をかかげよう 

大村歳一 

 

「安倍国葬」反対・壊憲阻止 

神奈川で大衆運動をめざして 

高梨晃嘉（共同行動のためのかながわアクション代表世話人） 

 

2 面～3 面 

状況 ２０２２・政治 

世界と日本はいま、大転換期をむかえている 

参議院選挙前後の政治状況からなにを教訓化すべきか 

広野省三 

 

10・21 国際反戦デー首相官邸前行動への参加と賛同のお願い 

殺すな！ 戦争やめろ！ ＳＴＯＰ ＷＡＲ！ 

労組反戦行動実行委員会 

 

4 面 

≪2022 年夏季醵金アピール≫ 

戦争を真に克服しうるのは社会主義の実現だ 

岸田政権の壊憲攻撃・戦争策動と闘おう！ 

〈活動家集団 思想運動〉常任運営委員会 

 

拉致問題を徹底利用した悪徳政治家 

安倍元首相の国葬に在日朝鮮人として思う 

李東埼（ジャーナリスト） 

 

労働者通信 

横浜市、安倍死去で記帳所設置 

労組は抗議の申し入れ 

吉良寛・横浜市従 

 

5 面 

ＨＯＷＳの講座案内 ８月～９月 

 

安倍晋三と山上徹也 

事件の背後に現代日本の腐朽の構造 

小野利明 

 

国際短信 世界のいま 

〈香港〉国内が四分五裂なのに英政治家はまだ香港に手を出すのか 

編集部 

 

前照灯 

接ぎ木にしない運動を 



 

6 面 

エッセイ 

「８・１５」に思う 

改憲の危機がせまるなかで 

小出裕章（元京都大学原子炉実験所助教） 

 

「核武装国家」への道を突き進む日本 

南西諸島が核戦争の舞台になる危険性 

在間秀和（弁護士） 

 

安倍「国葬」反対・改憲阻止を掲げ九月に二つの労働者・市民集会 

●９月１３日（火）安倍「国葬」問題〔指宿昭一（弁護士）〕 

●９月２９日（木）改憲問題 〔加藤晋介（弁護士） 

 

7 面 

内田雅敏著『靖國神社と聖戦史観』を読む 

靖國神社と戦争の関係を剔抉 

瑞牆耕平（市民活動家） 

 

沖縄の空は米軍機で異変が起きている 

沖縄を中国攻撃の最前線にさせるな 

大舘まゆみ 

 

8 面 

〈世界の労働運動〉 

支配階級の攻撃に抗うイギリス労働者 

闘うことによって権利を守ることができる 

沖江和博 

 

『国際主義』第５号（６月発行） 

 

9 面 

韓国サンケン労組の闘いが妥結 

金属労組慶南支部韓国サンケン支会の立場文 

 

ラテンアメリカは統合に向かう 

次々と成立する新自由主義反対政権 

富山栄子（国際交流平和フォーラム代表） 

 

朝鮮外務省声明要旨（七月二十三日） 

より良き明日に向かうラテンアメリカ 

 

トピック・ＴＯＰＩＣ 

「金曜行動」長谷川氏の発言から 

「きたねい」と生徒は言った 

村上理恵子 

 

 汚染水海洋投棄計画を認可した規制委臨時会議傍聴記 

中村泰子 

 



10 面 

連載 『神聖喜劇』紀行――対馬への旅（１） 

虚無主義からの出発 

立野正裕（明治大学文学部名誉教授） 

 

11 面 

映画『ワタシタチハニンゲンダ！』で運動づくりを 

映画の試写会に参加して 

わたしたちもまた加害者 

髙井一聴（自治体労働組合勤務） 

 

 『ワタシタチハニンゲンダ！』を観よう！ 

指宿昭一（弁護士、入管の民族差別・人権侵害と闘う全国市民連合代表） 

 

目取真俊「斥候」を読んで 

故郷を喪失させる「大きな力」 

仲村豊 

 

12 面 

紙つぶて 

 ＮＨＫ「秘境中国謎の民」を観て感じたこと 

加藤博通（神奈川県在住） 

 

安里ミゲルさんの詩「天皇性憂火病」を読んで 

秋山真也（神奈川県在住） 

 

頂門一針 

 軍事予算の目的外使用 

 

『アンソロジー・プロレタリア文学』完結を讃える 

労働者の豊かな遺産から学ぶべきもの 

首藤滋（労働者文学会） 

 

催物案内 

 

編集部発 

 

付録 1 面～3 面 

ウクライナ事態について（下） 

「特別軍事作戦」発動の経緯と緊急性 

木田誠也 

 

付録 4 面 

ＨＯＷＳ講座報告 

民族教育の未来をめぐる質疑応答 

在日朝鮮人として生きる 

高演義（朝鮮大学校客員教授） 


